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経
産
省
、
人
材
版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
二
・
〇（
案
）を
公
表

人
的
資
本
経
営
の
具
体
的
工
夫
を
提
示

　

経
済
産
業
省
は
、
三
月
一
八

日
、
人
的
資
本
経
営
の
実
現
に
向

け
た
検
討
会
（
座
長
・
伊
藤
邦
雄

一
橋
大
学
Ｃ
Ｆ
Ｏ
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）
の
第
九
回
会
議
を
開
催

し
、「
人
的
資
本
経
営
の
実
現
に

向
け
た
検
討
会
報
告
書
〜
人
材
版

伊
藤
レ
ポ
ー
ト
二
・
〇
〜
（
案
）」

を
公
表
し
た
（
同
月
二
三
日
差
換

え
。
同
研
究
会
の
概
要
は
本
誌
二

二
六
八
号
既
報
）。

　

二
〇
二
〇
年
九
月
に
経
産
省
が

公
表
し
た
「
持
続
的
な
企
業
価
値

の
向
上
と
人
的
資
本
に
関
す
る
研

究
会
報
告
書
（
人
材
版
伊
藤
レ

ポ
ー
ト
）」
は
、
人
材
戦
略
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
三
つ
の
視
点
と

五
つ
の
共
通
要
素
を
整
理
し
た
が

（
同
報
告
書
の
解
説
は
本
誌
二
二

四
七
号
四
頁
）、
そ
の
後
継
報
告

書
に
当
た
る
本
案
は
各
視
点
や
共

通
要
素
を
人
的
資
本
経
営
で
具
体

化
す
る
際
に
、
実
行
に
移
す
べ
き

と
考
え
ら
れ
る
取
組
み
、
そ
の
重

要
性
、
お
よ
び
そ
の
取
組
み
を
進

め
る
上
で
有
効
と
な
る
工
夫
を
八

つ
の
取
組
み
と
し
て
示
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
①
経
営
戦
略

と
人
材
戦
略
を
連
動
さ
せ
る
た
め

の
取
組
み
、
②
「A

s is - To be 

ギ
ャ
ッ
プ
」
の
定
量
把
握
の
た
め

の
取
組
み
、
③
企
業
文
化
へ
の
定

着
の
た
め
の
取
組
み
、
④
動
的
な

人
材
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
計
画
の
策

定
と
運
用
、
⑤
知
・
経
験
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
た
め
の
取
組
み
、
⑥
リ
ス
キ

ル
・
学
び
直
し
の
た
め
の
取
組

み
、
⑦
社
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
高
め
る
た
め
の
取
組
み
、
⑧
時

間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き

方
を
進
め
る
た
め
の
取
組
み
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
複
数
の
具
体
的

な
工
夫
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
案
は
そ
の
狙
い
に
つ
い
て
、

人
的
資
本
情
報
の
開
示
に
向
け
た

国
内
外
の
環
境
整
備
の
動
き
が
進

む
中
で
、
人
的
資
本
経
営
を
本
当

の
意
味
で
実
現
さ
せ
て
い
く
に

は
、「
経
営
戦
略
と
連
動
し
た
人

材
戦
略
を
ど
う
実
践
す
る
か
」

と
、「
情
報
を
ど
う
可
視
化
し
、

投
資
家
に
伝
え
て
い
く
か
」
の
両

輪
で
の
取
組
み
が
重
要
と
な
る
と

し
、
本
案
は
前
者
に
つ
い
て
の
も

の
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

内
閣
官
房
の
「
非
財
務
情
報
可
視

化
研
究
会
」、
経
産
省
の
「
非
財

務
情
報
の
開
示
指
針
研
究
会
」、

金
融
庁
の
金
融
審
議
会
「
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
」
等
に
お
け
る
議
論
を
参

考
と
し
な
が
ら
、
各
企
業
に
お
い

て
取
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
し
て
い
る
。

信
託
協
会
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
版
伊
藤
レ

ポ
ー
ト
を
公
表

投
資
家
、
企
業
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
機

関
等
に
よ
る
議
論
の
取
り
ま
と
め

　

信
託
協
会
は
、
三
月
一
七
日
、

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
実
効
性
あ
る
取
り

組
み
の
促
進
と
課
題
解
決
に
向
け

て
〜
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
特
定
と

役
員
報
酬
制
度
の
在
り
方
〜
」
を

取
り
ま
と
め
た
。
本
報
告
書
の
略

称
は
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
版
伊
藤
レ
ポ
ー

ト
」
と
さ
れ
、
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ

の
取
り
組
み
促
進
に
関
す
る
研
究

会
（
座
長
・
伊
藤
邦
雄
一
橋
大
学

Ｃ
Ｆ
Ｏ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

に
よ
る
、
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら

の
全
一
二
回
の
議
論
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
書
は

五
章
立
て
で
あ
り
、
前
半
の
三
章

で
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ

る
国
内
外
の
動
向
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
め

ぐ
る
関
係
当
事
者
（
企
業
、
機
関

投
資
家
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
機
関
）
の

取
組
み
を
確
認
し
た
上
で
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
へ
の
取
組
み
促
進
に
向
け
た
課

題
と
し
て
、
①
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
組

み
の
一
層
の
実
効
性
向
上
と
②
Ｅ

Ｓ
Ｇ
指
標
に
係
る
各
種
課
題
と
い

う
二
つ
の
課
題
を
抽
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
①
に
関
連
し
て
は

研
究
会
内
で
な
さ
れ
た
、
社
内
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ 

サ
イ
ク
ル
の
確
立
、
役
員
報
酬
制

度
と
の
連
動
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
実
効
性
向
上
に
つ
い
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
、
最
新
情

勢
の
紹
介
や
個
別
意
見
も
含
め
て

取
り
ま
と
め
、
今
後
の
企
業
の
取

組
み
へ
の
示
唆
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
②
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

企
業
は
持
続
可
能
な
企
業
価
値
向

上
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
経
営
理

念
・
パ
ー
パ
ス
（
存
在
意
義
）
や

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
（
重
要
課
題
）、

経
営
戦
略
と
関
連
づ
け
た
適
切
な

目
標
を
定
め
、
そ
の
成
果
を
測
る

指
標
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
指
標
を
設
定

す
べ
き
と
し
つ
つ
、
同
指
標
に

は
、「
透
明
性
の
確
保
」「
恣
意
性

の
排
除
」「
客
観
性
の
担
保
」「
業

績
と
の
連
動
」
の
課
題
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
が
必
要
と
な

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、

同
指
標
を
「
経
営
戦
略
に
基
づ
く

Ｅ
Ｓ
Ｇ
指
標
」
と
「
役
員
報
酬
制

度
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
指
標
」
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
解
決
の

方
向
性
を
統
計
資
料
等
に
基
づ
き

具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
。
特
に

後
者
の
役
員
報
酬
制
度
に
お
け
る

Ｅ
Ｓ
Ｇ
指
標
に
関
し
て
は
、
指
標

の
設
定
、
指
標
の
役
員
報
酬
制
度

へ
の
反
映
方
法
、
決
定
手
続
、
情

報
開
示
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
実

務
指
針
を
示
し
て
い
る
。

金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

の
第
七
回
会
議
が
開
催
さ
れ
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
に
関
す

る
議
論
が
進
展

　

金
融
庁
は
、
三
月
二
四
日
、
金

融
審
議
会
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

（
令
和
三
年
度
）」（
座
長
・
神
田

秀
樹
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
）
の
第
七
回
会
議
を
開

催
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
①

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
全
般
・

気
候
変
動
に
関
す
る
開
示
、
②
人

的
資
本
・
多
様
性
等
に
関
す
る
開

示
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
の
テ
ー
マ
を
扱
う
の
は
、
第

三
回
会
議
ぶ
り
で
あ
る
（
第
四
回

は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

第
五
回
は
経
営
上
の
重
要
な
契

約
、
前
回
は
情
報
開
示
の
頻
度
・

タ
イ
ミ
ン
グ
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

前
回
に
つ
い
て
本
誌
二
二
八
七
号

既
報
）。
今
回
会
議
で
は
、
国
際

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
に
よ
る
気
候
変
動

に
関
す
る
開
示
基
準
が
市
中
協
議

を
経
て
本
年
中
に
最
終
化
予
定
で

あ
る
こ
と
や
、
国
内
で
も
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
）
が
七
月
に
正
式
発
足
予
定

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
最
新
情
勢
が
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紹
介
さ
れ
た
上
で
、
以
下
の
各
点

が
議
論
さ
れ
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
か
ら

の
投
資
を
呼
び
込
み
、
国
際
的
な

比
較
可
能
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
わ
が
国
の
事
情
、
国
内
企
業

の
取
組
み
、
投
資
家
の
声
な
ど
を

十
分
に
踏
ま
え
、
ま
た
そ
の
声
を

集
約
し
、
国
際
的
な
働
き
か
け
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
前
提
を
置
い
た
上
で
、
ⅰ
有
価

証
券
報
告
書
に
「
記
載
欄
」
を
設

け
、
当
初
の
開
示
項
目
と
し
て
、

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
「
リ
ス
ク
管

理
」
は
す
べ
て
の
企
業
が
開
示

し
、「
戦
略
」
と
「
指
標
と
目
標
」

は
各
企
業
が
重
要
性
を
判
断
し
て

開
示
す
る
こ
と
（
具
体
的
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

要
素
が
あ
る
と
こ
ろ
、 

企
業
は
自

社
に
と
っ
て
の
重
要
性
の
あ
る
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
項
目
に
つ
い

て
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報

の
記
載
欄
」
に
記
載
す
る
こ
と
、

同
記
載
欄
で
は
、
投
資
家
の
投
資

判
断
に
必
要
な
情
報
を
開
示
し
な

が
ら
、
詳
細
情
報
に
つ
い
て
は
任

意
開
示
書
類
を
参
照
可
能
と
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
）、

ⅱ
任
意
開
示
等
に
お
い
て
、
気
候

変
動
関
連
の
開
示
の
質
と
量
の
充

実
を
促
す
こ
と
、
ⅲ
日
本
に
お
け

る
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
に
お
い
て
、
国
内
の

開
示
実
務
や
投
資
家
の
期
待
を
集

約
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
等
へ
の
意

見
発
信
を
進
め
る
こ
と
、
ⅳ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
に
お
い
て
、
今
後
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

基
準
の
策
定
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
日
本
に
お
け
る
開
示
の
個
別

項
目
に
つ
い
て
、
実
務
面
も
含
め

た
検
討
を
進
め
る
こ
と
、
ⅴ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
の
検
討
成
果
を
踏
ま
え
、
あ

ら
た
め
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開

示
の
個
別
項
目
の
取
扱
い
を
議
論

す
る
と
と
も
に
、
基
準
設
定
に
お

け
る
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
役
割
の
明
確
化

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、「
企
業
価
値

判
断
に
お
け
る
重
要
性
が
特
に
増

し
て
い
る
」
と
の
指
摘
な
ど
を
踏

ま
え
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
基
準
策
定
作

業
を
先
取
り
し
、
ⅰ
中
長
期
的
な

企
業
価
値
向
上
に
お
け
る
人
材
戦

略
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
「
人
材

育
成
方
針
」（
多
様
性
の
確
保
を

含
む
）
や「
社
内
環
境
整
備
方
針
」

の
開
示
を
求
め
る
こ
と
、
ⅱ
各
会

社
の
事
情
に
応
じ
、
前
記
の
「
方

針
」
と
整
合
的
で
測
定
可
能
な
指

標（
イ
ン
プ
ッ
ト
／
ア
ウ
ト
カ
ム
）

の
設
定
、
そ
の
目
標
お
よ
び
進
捗

状
況
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
、
ⅲ

企
業
の
多
様
性
確
保
に
係
る
指
標

と
し
て
、
女
性
管
理
職
比
率
、
育

児
休
業
取
得
率
、
男
女
間
賃
金
格

差
等
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
判

断
に
必
要
な
項
目
の
開
示
を
求
め

る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
虚
偽
記
載
責
任
と

の
関
係
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情

報
に
対
す
る
保
証
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
開
示
に
関
す
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
の
議
論
も
な
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
気
候
関
連
開
示
規
則

案
で
市
中
協
議
を
開
始

二
〇
二
三
会
計
年
度
か
ら
段
階
的

に
適
用
開
始
予
定

　

米
国
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ

Ｃ
）
は
、
三
月
二
一
日
、
気
候
関

連
開
示
を
義
務
化
す
る
内
容
の
規

則
案
を
公
表
し
、
五
月
二
〇
日
を

コ
メ
ン
ト
期
限
と
す
る
市
中
協
議

を
開
始
し
た
。
本
規
則
案
は
、
規

則
最
終
化
を
経
た
後
、
企
業
規
模

に
応
じ
て
、
早
け
れ
ば
二
〇
二
三

会
計
年
度
か
ら
段
階
的
に
適
用
開

始
予
定
で
あ
る
。

　

本
規
則
案
は
、
す
べ
て
の
Ｓ
Ｅ

Ｃ
登
録
企
業
を
対
象
に
、
各
開
示

媒
体
に
お
い
て
「
気
候
関
連
開

示
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ

と
を
要
求
し
、
同
セ
ク
シ
ョ
ン
で

要
求
さ
れ
る
開
示
と
し
て
、
①
取

締
役
会
と
経
営
者
に
よ
る
気
候
関

連
リ
ス
ク
の
監
督
、
②
気
候
関
連

リ
ス
ク
が
、
企
業
の
戦
略
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
、
見
通
し
に
与
え
る

影
響
、 

③
気
候
関
連
リ
ス
ク
を
識

別
、
評
価
、
管
理
す
る
プ
ロ
セ
ス

お
よ
び
企
業
の
総
合
的
リ
ス
ク
管

理
に
統
合
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
④
リ
ス
ク
管
理
の
一
部
と
し

て
移
行
計
画
を
採
用
し
て
い
る
場

合
は
、
当
該
計
画
の
説
明
（
物

理
・
移
行
リ
ス
ク
を
特
定
、
管
理

す
る
た
め
の
指
標
と
目
標
を
含

む
）、
⑤
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
使
用
し
た
シ
ナ
リ

オ
、
前
提
、
予
想
さ
れ
る
主
要
な

財
務
的
影
響
、
⑥
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排
出
量
等
の
開
示
を

要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
企

業
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
ス

コ
ー
プ
１
・
２
に
関
し
段
階
的
に

保
証
を
求
め
て
い
る
。

　

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
第
七
回
会
議
の

事
務
局
説
明
資
料
で
は
、
本
規
則

案
の
概
要
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

環
境
省
、
民
間
企
業
の
た
め
の

気
候
変
動
適
応
ガ
イ
ド
の
改
訂

版
を
公
表

気
候
変
動
対
応
の
進
め
方
を
具
体

的
に
整
理

　

環
境
省
は
、
三
月
二
五
日
、「
改

訂
版　

民
間
企
業
の
気
候
変
動
適

応
ガ
イ
ド
─
気
候
リ
ス
ク
に
備

え
、
勝
ち
残
る
た
め
に
─
」
を
公

表
し
た
。
本
ガ
イ
ド
は
、
二
〇
一

九
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
ガ
イ
ド

の
改
訂
版
で
あ
り
、
二
〇
一
八
年

一
二
月
に
施
行
さ
れ
た
気
候
変
動

適
応
法
で
、
民
間
企
業
に
、
自
ら

の
事
業
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
そ
の
事
業
活
動
の
内
容
に

即
し
た
気
候
変
動
適
応
と
、
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動

適
応
に
関
す
る
施
策
へ
の
協
力
に

努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
こ
と

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

改
訂
に
当
た
っ
て
は
民
間
事
業
者

の
気
候
変
動
適
応
の
促
進
に
関
す

る
検
討
会
（
座
長
・
上
妻
義
直
上

智
大
学
名
誉
教
授
）
等
か
ら
の
助

言
を
得
て
い
る
。

　

本
ガ
イ
ド
は
、
第
一
章
〜
第
三

章
で
、
気
候
変
動
が
経
営
上
の
最

重
要
課
題
と
な
っ
た
背
景
（
国
際

的
な
潮
流
）、
気
候
変
動
が
事
業

活
動
に
与
え
る
リ
ス
ク
と
機
会
を

整
理
し
、
第
四
章
で
多
数
の
事
例

を
紹
介
し
つ
つ
、
気
候
変
動
適
応

の
進
め
方
を
整
理
し
て
い
る
。

東
証
、
上
場
維
持
基
準
の
適
合

に
向
け
た
計
画
等
の
作
成
上
の

留
意
事
項
等
を
公
表

新
市
場
区
分
に
基
づ
く
制
度
整
備

が
進
む

　

東
京
証
券
取
引
所
は
、
三
月
一

六
日
、「
株
券
等
の
分
布
状
況
表

（
新
様
式
）
等
の
作
成
要
領
」
を

公
表
し
、
ま
た
、
同
月
一
八
日
、

「『
上
場
維
持
基
準
の
適
合
に
向
け

た
計
画
』
及
び
『
計
画
に
基
づ
く

進
捗
状
況
』
作
成
上
の
留
意
事
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項
」
を
公
表
し
た
。

　

前
者
は
、
新
市
場
区
分
へ
の
移

行
に
伴
う
流
通
株
式
の
定
義
見
直

し
を
踏
ま
え
、
株
券
等
の
分
布
状

況
表
の
様
式
を
変
更
し
、
本
年
四

月
四
日
（
新
市
場
移
行
日
）
以
後

に
到
来
す
る
事
業
年
度
末
か
ら
適

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
提
出
さ
れ

た
分
布
状
況
表
を
も
と
に
、
株
主

数
や
流
通
株
式
時
価
総
額
等
の
上

場
維
持
基
準
に
係
る
審
査
が
実
施

さ
れ
る
。
審
査
の
結
果
、
上
場
維

持
基
準
に
抵
触
し
た
場
合
、「
上

場
維
持
基
準
の
適
合
に
向
け
た
計

画
」（
適
合
計
画
）
の
開
示
が
必

要
と
な
り
、
抵
触
後
一
年
以
内
に

当
該
基
準
に
適
合
し
な
い
と
き
は

上
場
廃
止
と
な
る
（
な
お
、
新
市

場
区
分
移
行
前
の
上
場
企
業
に
は

経
過
措
置
と
し
て
緩
和
さ
れ
た
上

場
維
持
基
準
が
適
用
さ
れ
る
）。

　

後
者
は
、
前
者
の
場
合
も
含
め

て
開
示
が
必
要
と
な
る
、
適
合
計

画
等
の
作
成
上
の
留
意
点
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
同
留
意
点
は
、
昨

年
五
月
一
二
日
に
上
場
各
社
に
通

知
さ
れ
た
「『
新
市
場
区
分
の
上

場
維
持
基
準
の
適
合
に
向
け
た
計

画
書
』
作
成
上
の
留
意
事
項
」
を

一
部
改
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、
す

で
に
適
合
計
画
を
開
示
し
て
い
る

場
合
に
、
追
加
で
作
成
・
開
示
が

必
要
と
な
り
得
る
「
上
場
維
持
基

準
の
適
合
に
向
け
た
計
画
に
基
づ

く
進
捗
状
況
」
の
作
成
上
の
留
意

点
も
示
さ
れ
て
い
る
。

企
業
情
報

東
芝
、
戦
略
的
再
編
に
向
け
た

臨
時
株
主
総
会
を
開
催

会
社
提
案
・
株
主
提
案
の
い
ず
れ

も
否
決

　

東
芝
は
、
三
月
二
四
日
、
臨
時

株
主
総
会
を
開
催
し
、
会
社
提
案

で
あ
る
「
第
一
号
議
案　

戦
略
的

再
編
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
関

す
る
株
主
の
皆
様
の
ご
意
見
確
認

の
件
」、
株
主
（3D

 IN
V

E
ST-

M
E

N
T

 V
A

L
U

E
 M

A
S

T
E

R
 

FU
N

D

）
提
案
で
あ
る
「
第
三
号

議
案　

戦
略
委
員
会
及
び
取
締
役

会
に
お
け
る
戦
略
の
再
検
討
の

件
」
の
双
方
の
採
決
を
行
っ
た

（
株
主
提
案
の
第
二
号
議
案
は
二

月
二
一
日
に
撤
回
済
み
）。
前
者

に
つ
い
て
は
、
反
対
率
五
九
・
六

九
％
／
賛
成
率
三
九
・
五
三
％
、

後
者
に
つ
い
て
は
反
対
率
五
四
・

八
四
％
／
賛
成
率
四
四
・
六
〇
％

で
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
た
。

　

東
芝
は
、
昨
年
一
一
月
一
二

日
、「
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
戦
略
的

再
編
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
同

社
グ
ル
ー
プ
を
三
つ
の
独
立
し
た

会
社
（
東
芝
、
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

スC
o.

、
デ
バ
イ
スC

o.

）
と
す
る

戦
略
的
再
編
を
行
う
こ
と
、
同
再

編
を
臨
時
株
主
総
会
で
株
主
に
諮

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
同
再
編
を
東
芝
と
デ
バ
イ

スC
o.

の
二
社
へ
の
再
編
と
す
る

改
定
を
二
月
七
日
に
決
定
し
、
同

月
一
四
日
に
こ
の
改
定
再
編
に
つ

い
て
の
株
主
の
意
見
確
認
を
目
的

と
す
る
第
一
号
議
案
を
臨
時
株
主

総
会
に
諮
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

そ
の
間
、
一
月
六
日
に
前
記
株
主

が
、
同
再
編
の
再
検
討
を
求
め
る

こ
と
を
趣
旨
と
す
る
第
二
号
・
第

三
号
議
案
を
目
的
事
項
と
す
る
臨

時
株
主
総
会
招
集
請
求
を
行
っ
て

い
た
。

　

臨
時
株
主
総
会
（
午
前
一
〇
時

開
始
）
で
は
、
一
時
間
強
の
質
疑

応
答
と
議
場
閉
鎖
の
の
ち
に
、
投

票
用
紙
で
の
投
票
が
行
わ
れ
た
。

集
計
の
た
め
の
休
憩
の
の
ち
、
決

議
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
二
時
間

半
弱
で
閉
会
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
今
後
の
経
営

体
制
に
関
す
る
質
問
も
な
さ
れ
、

社
外
取
締
役
で
あ
る
ジ
ェ
リ
ー
・

ブ
ラ
ッ
ク
取
締
役
、
綿
引
万
里
子

取
締
役
か
ら
の
回
答
も
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
投
票
に
際
し
て

は
、
投
票
用
紙
の
提
出
が
な
い
場

合
の
議
決
権
行
使
の
効
力
や
、
投

票
開
始
時
に
議
場
内
に
と
ど
ま
る

場
合
の
事
前
の
議
決
権
行
使
の
効

力
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。
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▼
東
証
の
新
市
場
区
分
ス
タ
ー
ト
を

記
念
し
て
、
本
号
で
は
「〈
特
集
〉

日
本
経
済
を
成
長
さ
せ
る
資
本
市

場
」
を
掲
載
し
た
。
本
特
集
で
は
、

各
筆
者
に
よ
っ
て
、
新
市
場
区
分
へ

の
移
行
自
体
は
ゴ
ー
ル
に
向
け
た
長

い
道
の
り
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
▼
そ
の

ゴ
ー
ル
も
同
じ
場
所
に
あ
り
続
け
る

も
の
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

の
中
で
先
に
先
に
動
い
て
い
く
も
の

な
の
だ
ろ
う
。
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
、

ゴ
ー
ル
が
動
く
よ
り
速
く
、
資
本
市

場
が
前
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
上

場
企
業
や
市
場
関
係
者
の
共
通
理
解

と
積
極
的
な
取
組
み
が
必
要
不
可
欠

と
さ
れ
る
。
▼
新
市
場
区
分
の
下
で

上
場
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
乗

り
越
え
て
い
く
取
組
み
を
支
援
す
べ

く
、
本
年
度
も
本
誌
は
取
り
組
ん
で

い
く
。 

（
白
梟
）
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二
〇
二
二
年
二
月

定
時
株
主
総
会
の
概
況

●
開
催
社
数

　

三
九
社
（
前
年
比
増
減
な
し
。

う
ち
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
０

社
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
一

四
社
）

●
開
催
日

・
二
月
二
五
日
㈮　

二
一
社
（
二

月
総
会
会
社
全
体
の
五
三
・

八
％
、
前
年
の
集
中
日
に
比
べ

て
四
社
減
、
一
〇
・
三
ポ
イ
ン

ト
減
）

＊ 

土
曜
日
・
日
曜
日
に
開
催
し
た

会
社
＝
０
社
（
前
年
は
一
社
）

●
開
催
時
間

・
午
前
一
○
時
開
催　

三
四
社

（
回
答
会
社
の
八
七
・
二
％
）

●
所
要
時
間

・
平
均　

四
一
分
（
前
年
比
五
分

増
）

・
二
時
間
以
上　

０
社
（
前
年
も

０
社
）

●
出
席
株
主
数
（
役
員
を
除
く
）

・
平
均　

二
六
名
（
前
年
比
三
名

減
）

・
三
〇
〇
名
以
上
の
株
主
が
出
席

し
た
会
社　

０
社
（
前
年
も
０

社
）

● 

書
面
に
よ
る
事
前
質
問
状
の
状

況
・
書
面
に
よ
る
事
前
質
問
状
が
提

出
さ
れ
た
会
社　

二
社
（
前
年

は
一
社
）

・
書
面
に
よ
る
事
前
質
問
状
の
合

計　

二
通
（
前
年
は
一
通
）

●
会
場
に
お
け
る
質
問
等
の
状
況

・
総
会
場
で
質
問
（
発
言
）
が

あ
っ
た
会
社　

二
九
社
（
回
答

会
社
の
七
六
・
三
％
、
前
年
は

二
四
社
）

・
総
会
場
に
お
け
る
質
問（
発
言
）

者
の
合
計　

八
一
名
（
前
年
比

一
〇
名
増
）

〔
調
査
対
象
は
全
国
証
券
取
引
所

上
場
会
社
（
東
証
マ
ザ
ー
ズ
等
新

市
場
部
を
除
く
）。
な
お
、
二
月

総
会
の
会
社
別
概
況
、
株
主
宛
送

付
書
類
等
の
詳
細
は
、
資
料
版
／

商
事
法
務
四
五
六
号
を
参
照
さ
れ

た
い
〕

今
後
の

＊ 

掲
載
予
定
テ
ー
マ
の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

掲
載
予
定

▼
二
〇
二
二
年
株
主
総
会
の
実
務
対
応
（
連
載
）

　

当
日
の
議
事
運
営
／
想
定
問
答
の
準
備　

等

▼
気
候
変
動
関
連
情
報
開
示
の
実
務

月 間 日 誌　2022年3月
１日 政府，公認会計士法及び金融商品取引法の一部を改正

する法律案を閣議決定
３日 経産省，「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」報告

書（案）について意見募集
４日 政府，安定的かつ効率的な資金決済制度の構築を図る

ための資金決済に関する法律等の一部を改正する法律
案を閣議決定

７日 商業登記規則の一部を改正する省令（令和４年法務省
令第６号）が公布および施行（商業登記電子証明書関
係）

８日 政府，民事訴訟法等の一部を改正する法律案を閣議決
定

９日 経産省，東証，「健康経営銘柄2022」に50社を選定
経産省，第１回「サプライチェーンにおける人権尊重
のためのガイドライン検討会」を開催
SEC，上場会社のサイバーセキュリティに関する開示
を強化する規則変更を提案

11日 GPIF，「GPIFの運用機関が考える『重大なESG課題』」
を公表

15日 経団連，「スタートアップ躍進ビジョン〜10X10Xを目
指して〜」を公表

16日 東証，「株券等の分布状況表（新様式）等の作成要領に
ついて」を公表

17日 信託協会，「企業のESGへの取り組み促進に関する研
究会」の報告書「ESG版伊藤レポート」を公表

18日 東証，「『上場維持基準の適合に向けた計画』及び『計
画に基づく進捗状況』作成上の留意事項」を公表

21日 SEC，上場会社に気候関連情報の開示を強化する規則
変更を提案（温室効果ガス排出量等）

22日 所得税法等の一部を改正する法律が可決成立
経産省，「社会課題解決型の企業活動に関する意識調
査」の結果を踏まえて「市場形成力指標Ver2.0」を策
定

23日 証券監視委，「SMBC日興証券株式会社による相場操
縦事件の告発について」を公表
GPIF，国内株式運用機関が選ぶ「優れたTCFD開示」
を公表

24日 金融審議会「ディスクロージャーワーキング・グルー
プ」の第７回会議が開催される（サステナビリティ開
示等の非財務情報開示関係）
東芝，臨時株主総会開催（会社提案・株主提案のいず
れも否決）

25日 金融庁，「有価証券報告書の作成・提出に際しての留
意すべき事項及び有価証券報告書レビューの実施につ
いて（令和４年度）」を公表
経産省，「第１回グリーン社会の実現に向けた競争政
策研究会」を開催
環境省，民間企業のための気候変動適応ガイド改訂版
を公表

29日 金融審議会「市場制度ワーキング・グループ」の第16
回会議が開催される


